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１ ライフスタイル変革としての「シェアキッチン」 「コミュニティサイクル」

• 市民のライフスタイルの変革を実現する取組みとして、シェアキッチンとコミュニティサイクル（低炭素モビリ

ティ）を位置づける。

• 来年度から市民、事業者を巻き込んだ取組みを行うことを目指し、今年度は主に関係者との連携体制の構

築、運営上の課題の確認を主眼に、シェアキッチンを試行的に実施した。

住民を巻き込んだ
議論

2015（H27）年度

ライフスタイル変革への取組み
庁内勉強会

（ライフスタイルの
デザイン）

ライフスタイルの
プロジェクト化

2016（H28）年度

プロジェクトの実施
（実証レベル）

2017（H29）年度

事業の継続
（民間事業として定着）

2018（H30）年度

庁内のプロジェクト
チーム組成

シェアキッチンの取組み

事業者と連携した
取組み

市民活動・ビジネス
として継続

試行的実施
（2回程度）

市民、事業者を
巻き込んだ取組み

課題の整理 継続に向けた体制構築

プロジェクト

パイロットプロジェクト
として定着

観光等の要素の付加

低炭素モビリティの取組み
関係団体、事業者
との調整、検討

市民・観光客の自転車
利用促進策検討

コミュニティサイクル導入
パークレットとの連携

コミュニティサイクル運用
パークレットの普及

ライフスタイル変革
としての取組み

プロジェクト
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２ 第１回シェアキッチン概要

• 「あきたシェアキッチン」によるクール・ウォームシェアの実施
– 夏期・冬期に市民の街なか滞留を促進し、自宅での冷暖房稼働時間を短縮させる。

– 地元産食材への理解の促進、低環境負荷型生活（調理）の啓発。

あきたシェアキッチン

東部ガス（株）

市民（親子）
市民市場

秋田市地球温暖化
防止活動推進員

家族で参加

あきた地球環境会議
企画、募集

秋田市

PR

日本総研

東北大学

企画
全体調整

企画

市内事業者

共催

講師

参加者

：実施メンバー ：今後の参加を想定する団体

協力

秋田魁新報
取材・PR

主催

共催

共催

場所の提供
店舗との調整

炊飯器無償貸与
記念品提供

参加者受付
企画・進行

広報誌掲載
企画・進行

レシピ考案
全体進行
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３ 第１回シェアキッチン実施内容

• ２０１５年９月２６日（土） １０：００～ 実施
- ターゲット（参加者）は秋田市内の「家族」とした。親子という制約は設けなかったが、母子、父子（女児）、父母子（男女）など、

参加者はすべて親子であった。

- いろいろな人が集まって料理を作る（キッチンのシェア）、地産地消などの環境教育を主な目的とし、料理教室的な内容は少

なくし、調理も野菜のカットのみとした。

- 参加者が市民市場で食材を購入し、販売者とのコミュニケーションを図ることにより、旬の食材、食材の流通などを学習した。

- 事業の効果、課題、次回以降の方針を検討するため、アンケートを実施した。

項目 内容

実施日時 2015年9月26日（土） 10：00～13：00

実施場所 秋田市民市場 2階ホール

参加対象者 秋田市在住の家族（小学生以上の子ども含む）

参加者数 5家族11名

料理 キーマカレー

参加団体の
主な役割

あきた地球環境会議 主催、募集、当日企画（クイズ、バッジ）

東部ガス 炊飯器無償提供・設置 記念品寄付

伊藤氏 レシピ検討、調理指導、ファシリテート、環境教育

秋田市 募集支援（広報誌掲載）、司会、エコアちゃん

日本総研、アイ・エム・サービス 実施支援

時間 内容

9:30 10:00 受付

10:00 10:30 開会 挨拶、シェアキッチンの説明

10:30 11:00 食材購入（店舗にて食材の説明を受ける）

11:00 11:30 調理（主に野菜のカット）

11:30 12:00 環境クイズ

12:00 12:30 試食

12:30 13:00 片付け、アンケート記入

13:00 閉会 記念写真撮影

タイムテーブル
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４ 第１回シェアキッチン実施風景

【食材購入】
市民市場で食材を購入

購入時に食材の説明を受ける

【調理風景】
それぞれ担当の食材（野菜）を決め親子で調理

【試食】
みんなで作ったカレーを試食

あきた地球環境会議事務
局長 福岡真理子氏 に
よる挨拶 （左）

秋田市地球温暖化防止
活動推進員 伊藤睦子氏
による環境にやさしい調理
方法の解説 （右）

（写真） 秋田市環境部、シェアキッチン事務局
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５ アンケート用紙

アンケート用紙（1家族1枚） アンケート用紙（子ども用）
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６ アンケート回答（１）

質問項目 人数

１．本日ご参加いただくにあたって期待されていたことはなんですか

子どもと休日を楽しく過ごせる 2

親子の環境意識が高まる 1

子どもが料理を覚える、料理が好きになる 1

子どもが食に関心を持つ 1

他の親子と仲良くなる 0

２．本日参加された感想をお聞かせください （複数回答あり）

親子で料理を作ることができて楽しかった 4

他の親子と知り合いになれて楽しかった 0

食材の流通を知ることができてためになった 3

環境にやさしい料理方法を知ってためになった 1

子どもが環境に関心を持つようになりよかった 2

子どもが料理に興味を持つようになりよかった 1

子どもが食に関心を持つようになりよかった 2

食材の地産地消を学ぶことができた 3

質問項目 人数

３．今後親子を対象としたイベントが開催された場合、どのよう
なイベントであれば参加を希望しますか （複数回答あり）

今回同様、料理作りを通じた環境学習 4

料理に特化したイベント（料理教室） 1

環境に特化したイベント（親子見学会等） 2

他の親子との交流が促進されるイベント 1

家族全員(父、祖父母等)も参加できるイベント 1

居住地域の交流が促進されるイベント 2

４．本日会場までの交通手段を教えてください

自家用車（自分で運転して） 3

自家用車（家族または知人の運転で） 1

バスまたは鉄道 0

徒歩、自転車 0

• 申込時にはそれほど環境に対する意識はなかったが、イベントを通じて環境への意識が高まったことがうかがえる。

• 会場までの交通手段の低炭素化は今後の課題。
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６ アンケート回答（２）

質問項目 人数

５．本日ご参加されていない同居のご家族はいらっしゃいますか

いる 3

いない 1

質問項目 人数

６．どのようなイベントであれば、同居のご家族全員で参加され
たでしょうか

時間帯が違っていれば参加できた 1

家族全員が参加することは難しい 1

家族全員が参加できるとは思わなかった 1

自由回答

• 自分なりに環境に良いと思うことをしていたつもりだったけど、出来る事は
もっとたくさんあるということを知りました。

• 非常においしかった。たのしかった。
• これからも続けていってほしい。
• 楽しかったです。親子で買物もでき、料理やクイズもできて、とても楽しみ
ながら勉強できました。カレー、とてもおいしかったです。

自由回答（子ども用）

• 今日、包丁を使っているときが一番楽しかったです。ナスをうまく切れ
たのでよかったです。

• ほうちょうをつかったこと。
• やさいのとれる時期が分かってよかった。

【分析】

- サンプルは5家族と少ないが、申込時には環境に関する意識がそれほどなかった参加者が（質問１）、環境に関する説明、食材の購入、調理、ク

イズ等を通じて環境意識や、食材の地産地消に対する意識を深めていったことが分かる（質問２、質問３）。

- イベント自体は楽しいものであったと評価されているため（質問２、自由回答）、PR方法を工夫すれば、同様のイベントをある程度まとまった人数で

開催することが可能であると思われる。

- 会場までの交通手段がほぼ自家用車であること（質問４）、全員が参加していない家族が多いことから（質問５）、クール・ウォームシェアの目的も

含める場合は、募集方法に工夫が必要である。
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７ 新聞報道

秋田魁新報 2015年9月29日

• 翌週の秋田魁新報にて「あきたシェアキッチン」が紹介された。
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８ 次回シェアキッチン企画案

• 親子を対象としたシェアキッチンは、家族全員の参加、会場までの交通手段などの課題が整理され、試
行的取組みの目的はある程度実現した。

• 今年度第2回目は、環境意識の醸成と、地域コミュニティの形成が求められる若年層（20～30代）を対象
としたシェアキッチンを実施したい。

– 一人暮らしまたは子育て前世帯（特に共働き）を対象に、地産食材を使った簡単な料理の作り方と、忙しい毎日でも容易に

実行できる環境行動をレクチャーする。

– なるべく公共交通機関を利用した来場を促すため、秋田県産の日本酒を提供する。

– 若年層の環境に対する考えについてもディスカッションしたい。

• 検討事項

– 会場 飲酒を伴うため会場選定に制約が出る可能性がある。公共交通機関でアクセスしやすい場所。

– 協力団体 秋田市内（県内）の酒蔵に協力を求める。

– 時間帯 夕方から開催

– 参加者募集 ターゲットを絞った募集が必要（広報誌掲載とするか）
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９ コミュニティサイクル検討

• 市民の足（日常利用）、業務利用、観光利用など多方面に活用が期待される 「コミュニティサイクル」 導
入の検討を実施。

• 市民の日常の交通手段の転換（ライフスタイルの変革）、公用車・社用車の利用の一部を自転車に転換（
ワークスタイルの変革）、観光客の移動手段（エコツーリズム促進）などの効果が考えられる。

– 日常利用と業務利用は同じ事業スキームとし、観光利用と2パターンの事業スキームを設定した。

– 既存レンタルサイクル事業者、旅行代理店、交通事業者で協議体を構成し、来年度以降検討を開始する予定。

サイクルステーション
（山王地区）

サイクルシェア （共用業務利用パターン）

秋田市

民間事業者

駐車場事業者

場所提供

運営事業者

事業運営

秋田県（？）

利用料・会費

業務
利用

企業会員or個別契約

初期投資分等支援

【春～秋（４～１１月）】 【冬（１２～３月）】

駐車場

駐車場事業者

通常営業

賃借

秋田市

民間事業者

秋田県（？）

運営事業者

職員・従業員
の自家用車

市有地での自転車保管？

【効果】
• 秋田市業務交通手段の自転車への転換促進による、公用車利用の削減
• 周辺地域事業者の業務交通によるＣＯ２排出削減
• 春～秋の山王地区駐車場の活用により、冬期のみの駐車場契約が促進される（春～秋の自家用車通勤の削減）
• 新庁舎オープンと同時に本システムを開始することによるPR効果

サイクルシェア （観光目的パターン）

【春～秋（４～１１月）】 【冬（１２～３月）】

サイクルステーション 秋田駅

運営事業者

観光地

観光地観光地

観光地

観光事業者

自転車利用団体

ﾊﾟｰｸﾚｯﾄ

ﾊﾟｰｸﾚｯﾄ

秋田市

事業運営

初期投資支援

運営委員会

周遊マップ作成

運営事業者

秋田市
移動費用補助

サイクルステーション

秋田駅

サイクルステーション

他地域

自転車移動？

事業運営


